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学修一貫（学士課程・修士課程一貫）の教育体系 

 地球惑星科学系は，修士課程の地球惑星科学コース・地球生命コースにおいて「地球・惑星・宇宙の諸現象を理解する

ために必要な広い基礎的専門力をもち，複雑な現象に対して科学的理解を深めようとする探究心をもつ人材」を養成する

ことを目的とし，次のような能力の修得を学修目標としている。 

・地球惑星科学分野を中心としつつ広く科学を見渡せる能力 

・習得した知識を適用して複雑な現象を探究する能力 

・自分の研究に対する深いモチーフを培う能力 

・学修および研究の内容を的確に表現・伝達する能力 

修士課程では，200・300 番台の学修をもとに，地球惑星科学各分野における本格的な専門学修を始める。400・500 番台

で開講されている専門的・分野横断的科目をバランスよく学修することによって，広い学問的視野を涵養しつつ専門的知

識を深めることができるカリキュラムとなっている。同時に，講究科目によって，科学的に思考し議論する訓練を行い，

研究を進める上で必要な技術，能力を身に付けていく。 
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機械系学修課程 

 

機械系の教育カリキュラムには，機械工学の根幹となる「機械工学基礎」，「データサイエンス・計算力学」，「材料力学」，

「熱力学」，「流体力学」，「機械力学」，「機械工学実験」，「機械設計学」等の分野に加え，「材料・加工」，「ロボティクス・

メカトロニクス」，「宇宙工学」，「PBL(Project Based Learning)」，「複合領域・フロンティア」等といった幅広い学問領域

の科目が含まれている。これにより，機械システムの動作を理解し，それらを統合した新たな機械を創出できるようにな

るだけでなく，修得した知識により様々な現象を理論的に解析し，工学的諸課題を解決することで環境と人類との調和を

なす革新的な機械システムが提案できるようになる。 

卒業後の進路は，学修一貫教育により修士課程への進学を基本とする。 
 

人材養成の目的 

機械工学の基礎専門知識および広範な工学の基盤知識を有し，物理現象の学理と実践的な工学手法に基づいて，工学

の諸課題を解決し，環境と人類との調和をなした革新的な機械システムを提案することができる人材を養成することを

目的とする。 

 

学修目標 

 機械系では，上記の目的の達成のために，次のような能力の修得を目標とする。 

1. 【専門力】基盤的な専門力 

・ 研究及び技術開発の基盤となる専門力 

2. 【教養力】幅広い教養と自ら学び考えることができる力 

・ 物事を俯瞰的に把握できる幅広い知識と語学力 

・ 倫理観と未知の世界に挑戦する意志をもって行動し，自ら学び考えることができる力 

3. 【コミュニケーション力】論理的に表現でき，尊重しあうことができる力 

・ 自分の意見を周囲に対して論理的に表現でき，そして，互いに又はチームで理解及び尊重しあうことができ

る力 

4. 【展開力】（探究力又は設定力）整理及び分析できる力 

・ 多角的な視点で事象を整理でき，また，論理的な思考で分析できる力 

5. 【展開力】（実践力又は解決力）基本的な問題を解決できる力 

・ 豊かな発想力や創造力を用い，知識や技能を活用して基本的な問題を解決できる力 

6. 機械工学の発展的専門学力 

・ 機械工学の基盤的内容・応用的内容に，専門性が深化した発展的な内容を加えた深い専門知識 

7. 専門知識を活用して新たな課題解決と創造的提案を行う能力 

・ 振り返り学習を通した自己評価により，専門分野に関して不足する知識を自ら発見・獲得し，創造的提案を

行う能力 

8. 他者と協調してプロジェクトを立案・遂行する能力 

・ チームの中での役割を認識してリーダーシップ，フォロワーシップをもって，制約条件のあるプロジェクト

を決められた時間の中で実行できる力 

9. 論理的思考と文章力を持ち，自らの考えを展開し，説明・表現する力 

・ 他人に伝わるための文章，人に説明するための系統だった表現を見出し，文章化，発表することができる力 

なお，それぞれの目標の詳細は，「学修目標におけるルーブリック」を参照すること。水準 3 までを学士課程における目

標とする。 
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学修内容 

 機械系では，「学修目標」に記載した能力を修得するために，教養科目群での学修に加え，次のような内容の学修を行う。 

Ａ）機械工学における基盤的学問の学修：「材料力学」，「流体力学」，「熱力学」，「機械力学」に加え，「機械設計学」等の

実技科目により機械工学の基礎的な学問を修得する。また，「機械系基礎実験」ならびに「機械系発展実験」を通して，

実現象に対する理解を深め，実験結果等を解析し，それらをまとめる能力を養う。 

Ｂ）基礎数理・実践的情報処理・解析手法の学修：工学数理解析の基礎から応用数値解析まで，機械工学を基盤とする広

範な学問分野の学修において必要となる数学やデータサイエンス，計算力学の手法を修得する。 

Ｃ）機械工学に立脚した分野の学修：材料・加工，ロボティクス・メカトロニクス，宇宙工学等やそれらに関連する理論

を学修することで，機械工学を基盤とする幅広い学問分野に対する知識を深める。 

Ｄ）機械工学応用・展開力の学修：「自動車・モビリティ技術」や「原子核工学」，「生体工学」，「人間中心情報学」，「航空

工学」といった機械工学の総合により成立する技術分野を学修することに加え，PBL や研究プロジェクト，学士特定課

題研究等の対話型教育により，課題設定能力，リーダーシップ/チームワーク力，コミュニケーション力，技術者倫理等

の総合的な能力を修得する。 

 

学修目標におけるルーブリック ※ 学士課程においては水準 3 までを学修目標とする． 
学修目標詳細 水準 1 水準 2 水準 3 発展事項 

1.【専門力】基盤的な専門力 

高校教育から大学教育へのシ

ームレスな接続が可能である．

すなわち，物理現象を数学的に

表現でき，その解を求めること

ができる．  

物理におけるエネルギ

ー，運動量などと数学に

おける微分積分との関

係を捉え，微分積分，線

形代数を用いて物理現

象が説明できる．  

ラプラス変換，複素関数論など

を用いて，物理現象を表す微分

方程式の解を導くことができ

る． 

自然科学・数学と，世界が抱える問題

を有機的に結びつけることができ

る． 

世界が抱える問題を

自然科学・数学の言

葉で翻訳できる． 

評価基準 力学基礎 1，2，電磁気学基礎 1，2 および微分積分学第一・演習，線

形代数学第一・演習を履修し，物理現象と数学の関連を理解すると共

に，基礎的な数学を身につけている． 

立志プロジェクトを履修し，グループワー

クを通して社会的視野から問題を発見す

る能力を身につけている． 

 

質点系の力学から剛体，連続

体の力学へ移行し，解を求める

ことができる． 

 機械工学に必要な基礎科目(工

業力学)について理解し，質点系

の力学から，剛体系の力学へ展

開できる． 

機械工学に必要な基礎科目(材料力

学，流体力学，熱力学，機械力学，デ

ータサイエンス・計算力学)について

理解し，連続体力学の解析へ展開で

きる． 

機械工学に必要な基

礎科目を用いて，自

ら実世界の物理現象

を簡素なモデルに置

き換え，その解を導

くことができる． 
評価基準  工業力学(機械系標準学修課程の必修

科目)を修得している． 

情報数理基礎，材料力学，機械力学，熱力

学，基礎流体力学，機械系基礎実験，機械

要素，機械製図(機械系標準学修課程の必

修科目)を修得している． 

 

2.【教養力】幅広い教養と自ら

学び考えることができる力 

専門科目を学ぶための語学力

を学修し，それらを適切に用い

て他者とコミュニケーションを

取る能力を身につけている．  

基礎的な語学力(英語基

礎力)を身につけ，論理

的な記述力，口頭発表

力，討議等のためのコミ

ュニケーション能力を

身につけている． 

 発展的な語学力(第二外国語)を身に

つけ，論理的な記述力，口頭発表力，

討議等のためのコミュニケーション

能力を身につけている． 

 

評価基準 英語(100 番台科目)を 4 単

位以上修得している．およ

び，立志プロジェクトを履

修し，プレゼンテーション

を通じて自分の考えを表現

する力を身につけている． 

 第二外国語科目を 4 単位以上修得してい

る． 

技術が社会に与える影響，負

うべき責任を社会的，国際的に

捉え，歴史的・地球的視点から

倫理観と未知の世界に挑戦する

意志をもって，とるべき行動を

自ら考える能力を身につけてい

る． 

技術が社会に与える影

響を，文化(文学)，歴史，

芸術，宗教などの観点か

ら考察する能力を有す

る． 

技術が社会に与える影響に加

え，技術者が社会に負うべき責

任を，法学，政治学，国際関係，

心理学などの人と社会のつなが

りの観点から考察でき，自らと

るべき行動を哲学，技術史，意思

決定などと組み合わせて考察す

ることができる． 

左記内容と自身の専門分野の関連を

歴史的・地球的視点から見出し，自分

の経験や価値観から今後学修すべき

内容の計画を立て，これを実行する

倫理観を身につけている． 

他者の意見を尊重し

ながら，自分の意思

に基づいて倫理観の

ある行動を実施する

ことができる． 

評価基準 文系科目(100～300番台)を

履修し，13 単位以上を修得

している． 

社会科学系科目，融合系科目(文系科

目)をそれぞれ 1 単位以上修得してい

る 

立志プロジェクトを履修し，問題の中での

自らの役割，責任，科学者・技術者として

の倫理を理解している．また，教養卒論を

履修し，仲間の文章を批判的に読みつつ，

適切に改善する手助けができる．さらに，

機械系リテラシーを履修し，研究倫理・技

術者倫理を身につけている． 

 

学修目標詳細 水準 1 水準 2 水準 3 発展事項 
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3. 【コミュニケーション力】論

理的に表現でき，尊重しあうこ

とができる力 

自分の意見を論理的に表現

し，他者を尊重しながら基礎的

なプロジェクトを実行できる．  

 応用的な語学力(英語応用力)を

身につけ，論理的な記述力，口頭

発表力，討議等のためのコミュ

ニケーション能力を身につけて

いる． 

チームで PBL を実施し，少人数のグ

ループワークの中で論理的な表現が

でき，他者を尊重する姿勢を身につ

けている． 

学会発表などを通し

て，専門性の高い研

究者に対して，自分

の意見を適格な言葉

をもって伝えること

ができる． 
評価基準  英語(200～300 番台科目)を履修し，5

単位以上修得している． 

立志プロジェクトを履修し，グループワー

クを通して他者とともに考え，表現する力

を身につけている． 

4. 【展開力】(探究力又は設定

力) 整理及び分析できる力 

機械工学分野の中から自分の

専門となるべき分野を複数選択

でき，それらのつながり，必要

となる基礎知識を身につけ，社

会の要求を満たすために必要な

デザイン能力を分析できる． 

材料・加工，制御，ロボ

ット，機械システム，宇

宙工学などの中から自

分の専門分野になるべ

き分野を複数選択し，そ

の分野における基盤的

な専門知識を身につけ，

社会の要求を満たすた

めのデザイン能力を整

理することができる． 

選択した分野と，それに応用可

能な理工系知識(化学，生命科

学)を関連させ，社会の要求を満

たすために必要なデザイン能力

を分析できる． 

選択した分野と，選択した分野以外

の分野を選択的に関連させ，社会の

要求を満たすために必要なデザイン

能力を身につけている． 

学修した内容を総合

的に応用させ，社会

の要求を満たすため

のデザインを提案・

計画することができ

る． 

評価基準  化学・生命科学科目(理工系教養科目)

を 6 単位以上修得している． 

  

機械系標準学修課程(選択必修科目)の中から，選択的に 14 単位以上を修得している． 

5. 【展開力】(実践力又は解決

力) 基本的な問題を解決でき

る力 

既存の問題とその解決策を論

理的に理解できる．また，自ら

新たな解決策を提案するための

知識を身につけている． 

学んだことを振り返り

学習し，将来へのビジョ

ンへとつなげる問題発

見・解決能力を身につけ

ている． 

振り返り学習を通して自らアセ

スメントを実施し，問題解決に

不足する基礎的な知識を見出す

ことができる． 

実世界の問題とその解決策に対し，

その事例に触れ，理論的展開を応用

して問題解決ができる能力を身につ

けている． 

既存の解決策に対し

てこれを改良し，新

たな解決策を提案で

きる． 

評価基準 教養卒論を履修し，専門科目や自分の想定するキャリアとの関連か

ら，教養のあり方や今後の修得の重要性を理解している． 

PBL 科目または複合領域科目を履修し，新

たな機械システムを生み出すための企画，

設計，創造的思考および求める機能を実現

させるための創造的思考が身についてい

る． 

6. 機械工学の発展的専門学力 

機械工学の基盤的内容・応用

的内容に，専門性が深化した発

展的な内容を加え，深い専門知

識を身につけている． 

  自ら選択した，機械工学の専門とな

るべき分野に関して，その発展的な

知識を身につけている． 

左記の内容をさらに

幅広く深め，専門分

野間の関連，応用を

通して課題解決を実

施するための学力を

身につけている． 評価基準   機械系指定の標準学修課程の中から選択

的に合計 60 単位以上を修得している． 

7. 専門知識を活用して新たな

課題解決と創造的提案を行う能

力 

振り返り学習を通した自己評

価により，専門分野に関して不

足する知識を自ら発見・獲得し，

創造的提案を行う能力を身につ

けている． 

 振り返り学習を通して自らアセ

スメントを実施し，問題解決に

不足する専門的な知識を選択的

に見出す能力を身に付けてい

る． 

不足する知識を身につけ，これを実

世界問題の課題解決に応用し，自ら

基本的な創造的提案ができる能力を

有している． 

自身の提案に対して

PDCA サイクルを実施

し，知識の中から新

たな課題の設定，そ

の解決策の提案がで

きる． 

評価基準  総合計 124 単位以上を修得している．また，特課研 S，または，特課研・特課 P を

履修し，機械工学分野における専門知識を課題解決に応用する力および機械工学分

野以外の基礎を自ら学び，課題解決につなげる力を身につけている． 

8. 他者と協調してプロジェク

トを立案・遂行する能力 

自分の知識レベルを理解し，

チームの中での役割を認識して

リーダーシップ，フォロワーシ

ップをもって，制約条件のある

プロジェクトを決められた時間

の中で実行できる． 

学修した知識を元に，プ

ロジェクトの中で自分

が実施可能な内容を選

択できる． 

選択した内容に対し，制約条件，

決められた時間の中で実施可能

な具体的な計画を立案できる． 

チームの中での役割を理解し，フォ

ロワーシップを持って仕事を遂行で

きる． 

不足する知識を補い

ながら，チームの中

で自らの意見を適切

な内容・時期をもっ

て主張し，リーダー

シップをもってプロ

ジェクトを牽引でき

る． 
評価基準 PBL 科目を履修し，デザイン思考を通した設計ができる．または，研究プロジェクトを履修し，複数のテーマに関す

る研究体験を実施している． 

9. 論理的思考と文章力を持

ち，自らの考えを展開し，説明・

表現する力 

実施した内容について，他人

に伝えるための文章，人に説明

するための系統だった表現を見

出し，これらを文章化，発表す

ることができる． 

論理的思考力を持って，

他人に説明するための

文章，発表の構成が組み

立てられる． 

論理的思考力を持って，自分が

行った内容について他人に説明

するための文章化(具体化)がで

きる． 

自分が行った内容に関して，特に異

分野の研究者に論理的に説明ができ

る． 

相手の理解度，専門

性を考慮しながら適

宜表現を変え，内容

を適切に伝えること

ができる． 

評価基準 特課研 S，または，特課研・特課 P における研究報告書を執筆し，論

理的思考・説明能力を身に付けると共に，議論を展開し文書にまとめ

る力を身につけている． 

特課研 S，または，特課研・特課 P におい

て口頭発表を行い，自立した一人の研究者

としての意識をもち，他者との議論におい

て意思疎通を図るために必要な知識と説

明能力を身につけている． 
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学修内容 

 機械系では，「学修目標」に記載した能力を修得するために，教養科目群での学修に加え，次のような内容の学修を行う。 

Ａ）機械工学における基盤的学問の学修：「材料力学」，「流体力学」，「熱力学」，「機械力学」に加え，「機械設計学」等の

実技科目により機械工学の基礎的な学問を修得する。また，「機械系基礎実験」ならびに「機械系発展実験」を通して，

実現象に対する理解を深め，実験結果等を解析し，それらをまとめる能力を養う。 

Ｂ）基礎数理・実践的情報処理・解析手法の学修：工学数理解析の基礎から応用数値解析まで，機械工学を基盤とする広

範な学問分野の学修において必要となる数学やデータサイエンス，計算力学の手法を修得する。 

Ｃ）機械工学に立脚した分野の学修：材料・加工，ロボティクス・メカトロニクス，宇宙工学等やそれらに関連する理論

を学修することで，機械工学を基盤とする幅広い学問分野に対する知識を深める。 

Ｄ）機械工学応用・展開力の学修：「自動車・モビリティ技術」や「原子核工学」，「生体工学」，「人間中心情報学」，「航空

工学」といった機械工学の総合により成立する技術分野を学修することに加え，PBL や研究プロジェクト，学士特定課

題研究等の対話型教育により，課題設定能力，リーダーシップ/チームワーク力，コミュニケーション力，技術者倫理等

の総合的な能力を修得する。 

 

学修目標におけるルーブリック ※ 学士課程においては水準 3 までを学修目標とする． 
学修目標詳細 水準 1 水準 2 水準 3 発展事項 

1.【専門力】基盤的な専門力 

高校教育から大学教育へのシ

ームレスな接続が可能である．

すなわち，物理現象を数学的に

表現でき，その解を求めること

ができる．  

物理におけるエネルギ

ー，運動量などと数学に

おける微分積分との関

係を捉え，微分積分，線

形代数を用いて物理現

象が説明できる．  

ラプラス変換，複素関数論など

を用いて，物理現象を表す微分

方程式の解を導くことができ

る． 

自然科学・数学と，世界が抱える問題

を有機的に結びつけることができ

る． 

世界が抱える問題を

自然科学・数学の言

葉で翻訳できる． 

評価基準 力学基礎 1，2，電磁気学基礎 1，2 および微分積分学第一・演習，線

形代数学第一・演習を履修し，物理現象と数学の関連を理解すると共

に，基礎的な数学を身につけている． 

立志プロジェクトを履修し，グループワー

クを通して社会的視野から問題を発見す

る能力を身につけている． 

 

質点系の力学から剛体，連続

体の力学へ移行し，解を求める

ことができる． 

 機械工学に必要な基礎科目(工

業力学)について理解し，質点系

の力学から，剛体系の力学へ展

開できる． 

機械工学に必要な基礎科目(材料力

学，流体力学，熱力学，機械力学，デ

ータサイエンス・計算力学)について

理解し，連続体力学の解析へ展開で

きる． 

機械工学に必要な基

礎科目を用いて，自

ら実世界の物理現象

を簡素なモデルに置

き換え，その解を導

くことができる． 
評価基準  工業力学(機械系標準学修課程の必修

科目)を修得している． 

情報数理基礎，材料力学，機械力学，熱力

学，基礎流体力学，機械系基礎実験，機械

要素，機械製図(機械系標準学修課程の必

修科目)を修得している． 

 

2.【教養力】幅広い教養と自ら

学び考えることができる力 

専門科目を学ぶための語学力

を学修し，それらを適切に用い

て他者とコミュニケーションを

取る能力を身につけている．  

基礎的な語学力(英語基

礎力)を身につけ，論理

的な記述力，口頭発表

力，討議等のためのコミ

ュニケーション能力を

身につけている． 

 発展的な語学力(第二外国語)を身に

つけ，論理的な記述力，口頭発表力，

討議等のためのコミュニケーション

能力を身につけている． 

 

評価基準 英語(100 番台科目)を 4 単

位以上修得している．およ

び，立志プロジェクトを履

修し，プレゼンテーション

を通じて自分の考えを表現

する力を身につけている． 

 第二外国語科目を 4 単位以上修得してい

る． 

技術が社会に与える影響，負

うべき責任を社会的，国際的に

捉え，歴史的・地球的視点から

倫理観と未知の世界に挑戦する

意志をもって，とるべき行動を

自ら考える能力を身につけてい

る． 

技術が社会に与える影

響を，文化(文学)，歴史，

芸術，宗教などの観点か

ら考察する能力を有す

る． 

技術が社会に与える影響に加

え，技術者が社会に負うべき責

任を，法学，政治学，国際関係，

心理学などの人と社会のつなが

りの観点から考察でき，自らと

るべき行動を哲学，技術史，意思

決定などと組み合わせて考察す

ることができる． 

左記内容と自身の専門分野の関連を

歴史的・地球的視点から見出し，自分

の経験や価値観から今後学修すべき

内容の計画を立て，これを実行する

倫理観を身につけている． 

他者の意見を尊重し

ながら，自分の意思

に基づいて倫理観の

ある行動を実施する

ことができる． 

評価基準 文系科目(100～300番台)を

履修し，13 単位以上を修得

している． 

社会科学系科目，融合系科目(文系科

目)をそれぞれ 1 単位以上修得してい

る 

立志プロジェクトを履修し，問題の中での

自らの役割，責任，科学者・技術者として

の倫理を理解している．また，教養卒論を

履修し，仲間の文章を批判的に読みつつ，

適切に改善する手助けができる．さらに，

機械系リテラシーを履修し，研究倫理・技

術者倫理を身につけている． 

 

学修目標詳細 水準 1 水準 2 水準 3 発展事項 
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3. 【コミュニケーション力】論

理的に表現でき，尊重しあうこ

とができる力 

自分の意見を論理的に表現

し，他者を尊重しながら基礎的

なプロジェクトを実行できる．  

 応用的な語学力(英語応用力)を

身につけ，論理的な記述力，口頭

発表力，討議等のためのコミュ

ニケーション能力を身につけて

いる． 

チームで PBL を実施し，少人数のグ

ループワークの中で論理的な表現が

でき，他者を尊重する姿勢を身につ

けている． 

学会発表などを通し

て，専門性の高い研

究者に対して，自分

の意見を適格な言葉

をもって伝えること

ができる． 
評価基準  英語(200～300 番台科目)を履修し，5

単位以上修得している． 

立志プロジェクトを履修し，グループワー

クを通して他者とともに考え，表現する力

を身につけている． 

4. 【展開力】(探究力又は設定

力) 整理及び分析できる力 

機械工学分野の中から自分の

専門となるべき分野を複数選択

でき，それらのつながり，必要

となる基礎知識を身につけ，社

会の要求を満たすために必要な

デザイン能力を分析できる． 

材料・加工，制御，ロボ

ット，機械システム，宇

宙工学などの中から自

分の専門分野になるべ

き分野を複数選択し，そ

の分野における基盤的

な専門知識を身につけ，

社会の要求を満たすた

めのデザイン能力を整

理することができる． 

選択した分野と，それに応用可

能な理工系知識(化学，生命科

学)を関連させ，社会の要求を満

たすために必要なデザイン能力

を分析できる． 

選択した分野と，選択した分野以外

の分野を選択的に関連させ，社会の

要求を満たすために必要なデザイン

能力を身につけている． 

学修した内容を総合

的に応用させ，社会

の要求を満たすため

のデザインを提案・

計画することができ

る． 

評価基準  化学・生命科学科目(理工系教養科目)

を 6 単位以上修得している． 

  

機械系標準学修課程(選択必修科目)の中から，選択的に 14 単位以上を修得している． 

5. 【展開力】(実践力又は解決

力) 基本的な問題を解決でき

る力 

既存の問題とその解決策を論

理的に理解できる．また，自ら

新たな解決策を提案するための

知識を身につけている． 

学んだことを振り返り

学習し，将来へのビジョ

ンへとつなげる問題発

見・解決能力を身につけ

ている． 

振り返り学習を通して自らアセ

スメントを実施し，問題解決に

不足する基礎的な知識を見出す

ことができる． 

実世界の問題とその解決策に対し，

その事例に触れ，理論的展開を応用

して問題解決ができる能力を身につ

けている． 

既存の解決策に対し

てこれを改良し，新

たな解決策を提案で

きる． 

評価基準 教養卒論を履修し，専門科目や自分の想定するキャリアとの関連か

ら，教養のあり方や今後の修得の重要性を理解している． 

PBL 科目または複合領域科目を履修し，新

たな機械システムを生み出すための企画，

設計，創造的思考および求める機能を実現

させるための創造的思考が身についてい

る． 

6. 機械工学の発展的専門学力 

機械工学の基盤的内容・応用

的内容に，専門性が深化した発

展的な内容を加え，深い専門知

識を身につけている． 

  自ら選択した，機械工学の専門とな

るべき分野に関して，その発展的な

知識を身につけている． 

左記の内容をさらに

幅広く深め，専門分

野間の関連，応用を

通して課題解決を実

施するための学力を

身につけている． 評価基準   機械系指定の標準学修課程の中から選択

的に合計 60 単位以上を修得している． 

7. 専門知識を活用して新たな

課題解決と創造的提案を行う能

力 

振り返り学習を通した自己評

価により，専門分野に関して不

足する知識を自ら発見・獲得し，

創造的提案を行う能力を身につ

けている． 

 振り返り学習を通して自らアセ

スメントを実施し，問題解決に

不足する専門的な知識を選択的

に見出す能力を身に付けてい

る． 

不足する知識を身につけ，これを実

世界問題の課題解決に応用し，自ら

基本的な創造的提案ができる能力を

有している． 

自身の提案に対して

PDCA サイクルを実施

し，知識の中から新

たな課題の設定，そ

の解決策の提案がで

きる． 

評価基準  総合計 124 単位以上を修得している．また，特課研 S，または，特課研・特課 P を

履修し，機械工学分野における専門知識を課題解決に応用する力および機械工学分

野以外の基礎を自ら学び，課題解決につなげる力を身につけている． 

8. 他者と協調してプロジェク

トを立案・遂行する能力 

自分の知識レベルを理解し，

チームの中での役割を認識して

リーダーシップ，フォロワーシ

ップをもって，制約条件のある

プロジェクトを決められた時間

の中で実行できる． 

学修した知識を元に，プ

ロジェクトの中で自分

が実施可能な内容を選

択できる． 

選択した内容に対し，制約条件，

決められた時間の中で実施可能

な具体的な計画を立案できる． 

チームの中での役割を理解し，フォ

ロワーシップを持って仕事を遂行で

きる． 

不足する知識を補い

ながら，チームの中

で自らの意見を適切

な内容・時期をもっ

て主張し，リーダー

シップをもってプロ

ジェクトを牽引でき

る． 
評価基準 PBL 科目を履修し，デザイン思考を通した設計ができる．または，研究プロジェクトを履修し，複数のテーマに関す

る研究体験を実施している． 

9. 論理的思考と文章力を持

ち，自らの考えを展開し，説明・

表現する力 

実施した内容について，他人

に伝えるための文章，人に説明

するための系統だった表現を見

出し，これらを文章化，発表す

ることができる． 

論理的思考力を持って，

他人に説明するための

文章，発表の構成が組み

立てられる． 

論理的思考力を持って，自分が

行った内容について他人に説明

するための文章化(具体化)がで

きる． 

自分が行った内容に関して，特に異

分野の研究者に論理的に説明ができ

る． 

相手の理解度，専門

性を考慮しながら適

宜表現を変え，内容

を適切に伝えること

ができる． 

評価基準 特課研 S，または，特課研・特課 P における研究報告書を執筆し，論

理的思考・説明能力を身に付けると共に，議論を展開し文書にまとめ

る力を身につけている． 

特課研 S，または，特課研・特課 P におい

て口頭発表を行い，自立した一人の研究者

としての意識をもち，他者との議論におい

て意思疎通を図るために必要な知識と説

明能力を身につけている． 
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授業科目 

付表   

科目

区分 
科目コード 科目名 単位 

身に付

ける力 

学修

内容 
備考 

専門 

科目

(200

番台) 

MEC.A201.R ◎ 工業力学 2－0－0 1 A  

MEC.A202.R ◎ 機械系リテラシー 1－1－0 1 A  

MEC.A211.A ○ 工業数学基礎 2－0－0 1 A A 群 

MEC.A212.A ○ 工業数学発展 2－0－0 1 A A 群 

MEC.B201.R ◎ 情報数理基礎 1－1－0 4 6 7 B  

MEC.B221.A ○ 統計データ解析 1－1－0 4 6 7 B A 群 

MEC.B222.A ○ 計算力学基礎 1－1－0 4 6 7 B A 群 

MEC.C201.R ◎ 材料力学 1.5－0.5－0 1 A  

MEC.C211.A ○ 弾塑性力学 2－0－0 4 6 7 A A 群 

MEC.D201.R ◎ 機械力学 1.5－0.5－0 1 A  

MEC.D231.L  解析力学基礎(機械) 1－0－0 6 7 A  

MEC.E201.R ◎ 熱力学（機械） 1.5－0.5－0 1 A  

MEC.F201.R ◎ 基礎流体力学 2－0－0 1 A  

MEC.F211.A ○ 実在流体力学 1.5－0.5－0 4 6 7 A A 群 

MEC.G211.A ○ 機械材料工学 2－0－0 4 6 7 A A 群 

MEC.H202.R ◎ 機械要素 1－0－1 4 6 7 A  

MEC.H203.R ◎ 機械製図 1－0－1 4 6 7 A  

MEC.I211.A ○ ロボット機構学 2－0－0 4 6 7 C A 群 

MEC.I212.A ○ 電気・電子工学基礎 2－0－0 1 C A 群 

MEC.I213.A ○ 計測工学 2－0－0 6 7 C A 群 

MEC.M231.L  宇宙工学基礎 2－0－0 6 7 C  

MEC.P211.R ◎ 機械系基礎実験 0－0－1 4 6 7 A  

専門 

科目 

(300 

番台) 

MEC.B334.L  時系列データ解析 1－1－0 4 6 7 B  

MEC.C331.L  材料強度学（機械） 1－0－0 6 7 A  

MEC.D311.A ○ 振動解析学 2－0－0 4 6 7 A A 群 

MEC.E311.A ○ 伝熱学 1.5－0.5－0 4 6 7 A A 群 

MEC.E331.L  エネルギー変換工学 1－0－0 6 7 A  

MEC.F331.L  応用流体力学 1－0－0 6 7 A  

MEC.G311.A ○ 加工学概論 2－0－0 4 6 7 C A 群 

MEC.H332.L  機械設計 1－0－1 4 6 7 A  

MEC.I312.A ○ モデリングと制御 2－0－0 4 6 7 C A 群 

MEC.I333.L  ロボットの力学と制御 2－0－0 6 7 C  

MEC.I334.C ○ ロボット技術 1－0－0 6 7 D C 群 

MEC.J331.L  マイクロ・ナノ加工基礎 1－0－0 6 7 C  

MEC.J333.C ○ トライボロジーの基礎 1－0－0 6 7 D C 群 

MEC.K332.L  有限要素法 0.5－0.5－0 4 6 7 B  

MEC.L311.C ○ 人間中心情報学 1－0－0 6 7 D C 群 

MEC.L312.C ○ ソフトマテリアル工学 1－0－0 6 7 D C 群 

MEC.L331.C ○ 生体工学基礎 1－0－0 6 7 D C 群 

( 115 ) 

科目

区分 
科目コード 科目名 単位 

身に付

ける力 

学修

内容 
備考 

専門 

科目 

(300 

番台) 

MEC.L332.C ○ 機器の設計と脳科学 1－0－0 6 7 D C 群 

MEC.M331.L  宇宙システム工学 2－0－0 6 7 C  

MEC.M332.B ○ 宇宙システムプロジェクト 0－0－4 7 8 9 C B 群 

MEC.M333.L  宇宙開発工学 2－0－0 6 7 C  

MEC.N331.C ○ 自動車・モビリティ技術 1－0－0 6 7 D C 群 

MEC.M334.C ○ 航空工学概論 1－0－0 6 7 D C 群 

MEC.N332.C ○ 原子核工学概論 2－0－0 6 7 D 
融合理工学系科目

(TSE.A311)，C 群 

MEC.O331.C 
★

○ 
科学技術者実践英語 1－0－0 6 7 A 

共通専門科目

(XEN.E301) 

C 群 
アントレ対応科目 

MEC.P331.L  機械系発展実験 0－0－1 6 7 A  

MEC.Q310.L  機械工作実習 0－0－1 4 7 C  

MEC.Q321.B ○ 計算力学・データサイエンス PJ 0－0－4 7 8 9 D B 群 

MEC.Q322.B ○ メカノサイエンス実験 PJ 0－0－4 7 8 9 D B 群 

MEC.Q323.B ○ メカノクリエイティブ PJ 0－0－4 7 8 9 D B 群 

MEC.Q324.B ○ メカトロデザイン PJ 0－0－4 7 8 9 D B 群 

研究 

関連 

科目 

(300 

番台) 

MEC.Z381.R ◎ 研究プロジェクト（機械系） 0－2－0 2 8 D  

MEC.Z380.R ◎ 学士特定課題研究 S（機械系） 0－0－8 6 7 9 D 
早期卒業適格者認定

を受けた者限定科目 

MEC.Z388.R ◎ 学士特定課題研究（機械系） 0－0－4 9 D  

MEC.Z399.R ◎ 学士特定課題プロジェクト（機械系） 0－0－6 6 7 D  

  

◎：必修科目， ○：選択必修科目，★：英語開講科目 

身に付ける力は学修目標の 1～9 に対応する。なお，1 は理工系教養科目（数学，物理科目），2 は文系教養科目，3 は「立志

プロジェクト」，英語科目，第二外国語科目，4は理工系基礎科目（化学，生物科目），「教養卒論」などを含む。 
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授業科目 

付表   

科目

区分 
科目コード 科目名 単位 

身に付

ける力 

学修

内容 
備考 

専門 

科目

(200

番台) 

MEC.A201.R ◎ 工業力学 2－0－0 1 A  

MEC.A202.R ◎ 機械系リテラシー 1－1－0 1 A  

MEC.A211.A ○ 工業数学基礎 2－0－0 1 A A 群 

MEC.A212.A ○ 工業数学発展 2－0－0 1 A A 群 

MEC.B201.R ◎ 情報数理基礎 1－1－0 4 6 7 B  

MEC.B221.A ○ 統計データ解析 1－1－0 4 6 7 B A 群 

MEC.B222.A ○ 計算力学基礎 1－1－0 4 6 7 B A 群 

MEC.C201.R ◎ 材料力学 1.5－0.5－0 1 A  

MEC.C211.A ○ 弾塑性力学 2－0－0 4 6 7 A A 群 

MEC.D201.R ◎ 機械力学 1.5－0.5－0 1 A  

MEC.D231.L  解析力学基礎(機械) 1－0－0 6 7 A  

MEC.E201.R ◎ 熱力学（機械） 1.5－0.5－0 1 A  

MEC.F201.R ◎ 基礎流体力学 2－0－0 1 A  

MEC.F211.A ○ 実在流体力学 1.5－0.5－0 4 6 7 A A 群 

MEC.G211.A ○ 機械材料工学 2－0－0 4 6 7 A A 群 

MEC.H202.R ◎ 機械要素 1－0－1 4 6 7 A  

MEC.H203.R ◎ 機械製図 1－0－1 4 6 7 A  

MEC.I211.A ○ ロボット機構学 2－0－0 4 6 7 C A 群 

MEC.I212.A ○ 電気・電子工学基礎 2－0－0 1 C A 群 

MEC.I213.A ○ 計測工学 2－0－0 6 7 C A 群 

MEC.M231.L  宇宙工学基礎 2－0－0 6 7 C  

MEC.P211.R ◎ 機械系基礎実験 0－0－1 4 6 7 A  

専門 

科目 

(300 

番台) 

MEC.B334.L  時系列データ解析 1－1－0 4 6 7 B  

MEC.C331.L  材料強度学（機械） 1－0－0 6 7 A  

MEC.D311.A ○ 振動解析学 2－0－0 4 6 7 A A 群 

MEC.E311.A ○ 伝熱学 1.5－0.5－0 4 6 7 A A 群 

MEC.E331.L  エネルギー変換工学 1－0－0 6 7 A  

MEC.F331.L  応用流体力学 1－0－0 6 7 A  

MEC.G311.A ○ 加工学概論 2－0－0 4 6 7 C A 群 

MEC.H332.L  機械設計 1－0－1 4 6 7 A  

MEC.I312.A ○ モデリングと制御 2－0－0 4 6 7 C A 群 

MEC.I333.L  ロボットの力学と制御 2－0－0 6 7 C  

MEC.I334.C ○ ロボット技術 1－0－0 6 7 D C 群 

MEC.J331.L  マイクロ・ナノ加工基礎 1－0－0 6 7 C  

MEC.J333.C ○ トライボロジーの基礎 1－0－0 6 7 D C 群 

MEC.K332.L  有限要素法 0.5－0.5－0 4 6 7 B  

MEC.L311.C ○ 人間中心情報学 1－0－0 6 7 D C 群 

MEC.L312.C ○ ソフトマテリアル工学 1－0－0 6 7 D C 群 

MEC.L331.C ○ 生体工学基礎 1－0－0 6 7 D C 群 

( 115 ) 

科目

区分 
科目コード 科目名 単位 

身に付

ける力 

学修

内容 
備考 

専門 

科目 

(300 

番台) 

MEC.L332.C ○ 機器の設計と脳科学 1－0－0 6 7 D C 群 

MEC.M331.L  宇宙システム工学 2－0－0 6 7 C  

MEC.M332.B ○ 宇宙システムプロジェクト 0－0－4 7 8 9 C B 群 

MEC.M333.L  宇宙開発工学 2－0－0 6 7 C  

MEC.N331.C ○ 自動車・モビリティ技術 1－0－0 6 7 D C 群 

MEC.M334.C ○ 航空工学概論 1－0－0 6 7 D C 群 

MEC.N332.C ○ 原子核工学概論 2－0－0 6 7 D 
融合理工学系科目

(TSE.A311)，C 群 

MEC.O331.C 
★

○ 
科学技術者実践英語 1－0－0 6 7 A 

共通専門科目

(XEN.E301) 

C 群 
アントレ対応科目 

MEC.P331.L  機械系発展実験 0－0－1 6 7 A  

MEC.Q310.L  機械工作実習 0－0－1 4 7 C  

MEC.Q321.B ○ 計算力学・データサイエンス PJ 0－0－4 7 8 9 D B 群 

MEC.Q322.B ○ メカノサイエンス実験 PJ 0－0－4 7 8 9 D B 群 

MEC.Q323.B ○ メカノクリエイティブ PJ 0－0－4 7 8 9 D B 群 

MEC.Q324.B ○ メカトロデザイン PJ 0－0－4 7 8 9 D B 群 

研究 

関連 

科目 

(300 

番台) 

MEC.Z381.R ◎ 研究プロジェクト（機械系） 0－2－0 2 8 D  

MEC.Z380.R ◎ 学士特定課題研究 S（機械系） 0－0－8 6 7 9 D 
早期卒業適格者認定

を受けた者限定科目 

MEC.Z388.R ◎ 学士特定課題研究（機械系） 0－0－4 9 D  

MEC.Z399.R ◎ 学士特定課題プロジェクト（機械系） 0－0－6 6 7 D  

  

◎：必修科目， ○：選択必修科目，★：英語開講科目 

身に付ける力は学修目標の 1～9 に対応する。なお，1 は理工系教養科目（数学，物理科目），2 は文系教養科目，3 は「立志

プロジェクト」，英語科目，第二外国語科目，4は理工系基礎科目（化学，生物科目），「教養卒論」などを含む。 
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学士特定課題研究履修要件 

学士特定課題研究を履修するためには，次の要件を満たさなければならない。 

(a) 系指定の標準学修課程の必修科目のうち「学士特定課題研究 S（機械系）」，「学士特定課題研究（機械系）」，「学士

特定課題プロジェクト（機械系）」を除く全て（21 単位）を修得していること。 

(b) 系指定の標準学修課程の選択必修科目（A 群）のうち 14 単位以上を修得していること。 

(c) 系指定の標準学修課程の選択必修科目（B 群）のうち 4 単位以上を修得していること，または，系指定の標準学修

課程の選択必修科目（C 群）のうち 8 単位以上を修得していること。 

(d) 項目(a)～項目(c)の単位を含め，系指定の標準学修課程から合計 50 単位以上を修得していること。 

(e) 項目(d)の単位を含め，合計 110 単位以上修得していること。 

※ ただし，早期卒業を目指す場合は(c)は要件に含まない。 
 

学士特定課題プロジェクト履修要件 

学士特定課題研究(4 単位)を修得していること。 
 

卒業要件 

本課程を卒業するためには，次の要件を満たさなければならない。 

(f) 「学士特定課題研究（機械系）」（4単位）および「学士特定課題プロジェクト（機械系）」（6単位）の両方，または

「学士特定課題研究S（機械系）」（8単位）を含め，系指定の標準学修課程から合計60単位以上を修得していること。 

(g) 「系指定の標準学修課程の選択必修科目（B群）のうち4単位以上を修得していること，または，系指定の標準学修

課程の選択必修科目（C群）のうち8単位以上を修得していること。 

(h) 項目(f)，(g)の単位を含め，総合計124単位以上を修得していること。 

なお，「学士特定課題研究S」，「学士特定課題研究」，「学士特定課題プロジェクト」の学修目標を「学士特定課題研究S・学

士特定課題研究・学士特定課題プロジェクト学修目標」に示す。「学士特定課題研究S」は水準3まで，「学士特定課題研究」

は水準2まで，「学士特定課題プロジェクト」は水準3までを学修目標とする。 
 

学修一貫（学士課程・修士課程一貫）の教育体系 

機械系は，学修一貫教育により，修士課程の進学先として機械コース，エネルギー・情報コース，エンジニアリングデ

ザインコース，人間医療科学技術コース，原子核工学コースの 5 つが用意されている。機械工学における基本学理を構成

する体系的な専門知識を活用することで，社会的視野で問題解決を図る創造能力を有し，先端科学・技術の発展および社

会問題の解決に貢献できる人材を育成することを目的としている。また，これを達成するために，次のような能力の修得

を学修目標としている。 

・ 課題の本質理解を可能とする思考能力 

・ 機械工学分野をコアとする幅広い工学分野の知識と技術を活用した問題解決能力 

・ 最先端科学・技術の探求能力 

・ 国際的視野をもって研究開発等を遂行する能力 

・ 論理的説明能力を持ち，議論を展開し文書にまとめる能力 

・ 強い倫理観を持って研究開発等に携わる姿
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学士特定課題研究履修要件 

学士特定課題研究を履修するためには，次の要件を満たさなければならない。 

(a) 系指定の標準学修課程の必修科目のうち「学士特定課題研究 S（機械系）」，「学士特定課題研究（機械系）」，「学士

特定課題プロジェクト（機械系）」を除く全て（21 単位）を修得していること。 

(b) 系指定の標準学修課程の選択必修科目（A 群）のうち 14 単位以上を修得していること。 

(c) 系指定の標準学修課程の選択必修科目（B 群）のうち 4 単位以上を修得していること，または，系指定の標準学修

課程の選択必修科目（C 群）のうち 8 単位以上を修得していること。 

(d) 項目(a)～項目(c)の単位を含め，系指定の標準学修課程から合計 50 単位以上を修得していること。 

(e) 項目(d)の単位を含め，合計 110 単位以上修得していること。 

※ ただし，早期卒業を目指す場合は(c)は要件に含まない。 
 

学士特定課題プロジェクト履修要件 

学士特定課題研究(4 単位)を修得していること。 
 

卒業要件 

本課程を卒業するためには，次の要件を満たさなければならない。 

(f) 「学士特定課題研究（機械系）」（4単位）および「学士特定課題プロジェクト（機械系）」（6単位）の両方，または

「学士特定課題研究S（機械系）」（8単位）を含め，系指定の標準学修課程から合計60単位以上を修得していること。 

(g) 「系指定の標準学修課程の選択必修科目（B群）のうち4単位以上を修得していること，または，系指定の標準学修

課程の選択必修科目（C群）のうち8単位以上を修得していること。 

(h) 項目(f)，(g)の単位を含め，総合計124単位以上を修得していること。 

なお，「学士特定課題研究S」，「学士特定課題研究」，「学士特定課題プロジェクト」の学修目標を「学士特定課題研究S・学

士特定課題研究・学士特定課題プロジェクト学修目標」に示す。「学士特定課題研究S」は水準3まで，「学士特定課題研究」

は水準2まで，「学士特定課題プロジェクト」は水準3までを学修目標とする。 
 

学修一貫（学士課程・修士課程一貫）の教育体系 

機械系は，学修一貫教育により，修士課程の進学先として機械コース，エネルギー・情報コース，エンジニアリングデ

ザインコース，人間医療科学技術コース，原子核工学コースの 5 つが用意されている。機械工学における基本学理を構成

する体系的な専門知識を活用することで，社会的視野で問題解決を図る創造能力を有し，先端科学・技術の発展および社

会問題の解決に貢献できる人材を育成することを目的としている。また，これを達成するために，次のような能力の修得

を学修目標としている。 

・ 課題の本質理解を可能とする思考能力 

・ 機械工学分野をコアとする幅広い工学分野の知識と技術を活用した問題解決能力 

・ 最先端科学・技術の探求能力 

・ 国際的視野をもって研究開発等を遂行する能力 

・ 論理的説明能力を持ち，議論を展開し文書にまとめる能力 

・ 強い倫理観を持って研究開発等に携わる姿
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システム制御系学修課程 

 

システム制御学とは，現実の事象と数理的抽象を結びつけて客観的に理解するとともに，意思をもってそれらを操るた

めの学問体系であり，実世界（フィジカル）と情報（サイバー）をシステムとして統合し、未来社会に新しい価値を創造

することを目的としている。システム制御系では，1 年次に学んだ基礎知識を基に，システム制御分野に不可欠な数理・

情報・計測・制御・機械・電気・設計・システム科学などの基盤的専門学力を身につける。また，メカトロニクス・シス

テム創造といった統合化課程を重層的に演習することで，システム制御に関する専門力と応用力を兼ね備えた学修を可能

としている。知識としての体系のみならず，研究プロジェクト科目を通じて，それらを現実の機能システムへと結実させ

る実践的能力や，国際デザインコンテストへの派遣支援などを通じた国際交流能力の涵養も可能なように構成されている。  

 

 

人材養成の目的 

私たちの暮らしを支える多様な装置やインフラストラクチャ，そして私たちを含む生命は，様々な要素から成り立って

いる。しかし，それらが果たす機能や生み出す価値は，個別の要素を超えた総体として発揮されている。システム制御系

では，自然と社会におけるあらゆる「もの」と「こと」をシステムとして客観的に解析し，その知見をもとに新たな価値

あるシステムを創造するための基礎的能力を養う。すなわち，計測，制御，システム科学の専門学力を数理，情報，機械，

電気，設計などの基礎学力とともに身につけ，それらを発展的に統合する演習を通して，柔軟な発想力と創造力によって

社会に貢献する人材を養成する。 

 

学修目標   

システム制御系では，次のような能力の修得を目標とする。 

 計測・制御・システム科学に関する専門学力 

 数学・物理・情報・機械・電気・設計などに関する幅広い理工系基礎学力 

 幅広い知識と技能をもとに，現実と抽象表現を結ぶ柔軟な発想力・創造力 

 現実と向き合い計測・制御しシステム構築を実現する実行力 

 多様な手法で成果をアピールするコミュニケーション力 

 

学修内容 

システム制御系では，教育目標達成のため，次のような特徴のある学修を行う。 

A) 数理的な表現力・応用力の学修 

すべての理工系分野の基礎となる数理的な表現力・応用力を養う。  

B) システム制御分野の体系的な専門学力の学修 

計測・制御・システム科学やその関連専門分野の知識と技能を体系的に身に付ける。 

C) 幅広い理工系基礎学力の学修 

数学・物理・情報・機械・電気・設計などシステムを構成するために要する基礎学力を養う。 

D) システム統合への方法論の学修 

計測・制御・システム科学を有機的に結びつけるための様々な方法論を養う。 

E) 創造力育成のための学修 

専門以外の幅広い知識や技能を身に付けるとともに，創造的思考力・コミュニケーション力・実行力を独自の講義で

鍛錬する。 




